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３）例えば，近藤光男 = 吉原和志 = 黒沼悦郎『金融商品取引法入門〔第２版〕』（商事法務，
2011年）の「初版はしがき」を参照。
４）なかでも裁判外の紛争解決に関する大きな近時の改正については，拙稿「金融商品取引法
上の金融 ADR の改正の意義と問題点」専修ロージャーナル６号（2011年）115頁を参照。
５）この点，上村達男教授の編著による『金融商品取引法』の解説書が近い将来出版される予
定であり，私もその共同執筆者の一端に加えて頂いている。
６）若干異なるニュアンスではあるものの，会社法の代表的なテキストである，神田秀樹『会
社法〔第13版〕』（弘文堂，2011年）28頁は，会社法（株式会社法）について「各種の利害関
係者の間の利害を調整する私法的ルールであるが，とくに，出資者である株主と会社債権者
の合理的期待を保護し，健全で円滑かつ効率的な企業活動を可能とすることが，その規整の
目的である」としている。こうした関係者の利害調整の原則と株主の利益最大化の原則との
関係については，同じく会社法のスタンダードな概説書となっている，江頭憲治郎『株式会
社法〔第３版〕』（有斐閣，2009年）20頁を参照。
７）公開会社法の理念とその具体的な内容については，全体として上村・前掲注２）を参照。
また，最近の日本私法学会における解説としては，上村達男「Ⅱ　会社法制と資本市場──
解釈論上の問題点を踏まえて」商事法務1940号（2011年）７頁以下がある。
８）昨年度の重要判例のうち，会社法の役員等の責任と金融商品取引法については，法律時報
５月臨時増刊『判例回顧と展望2010』（日本評論社，2011年）109頁以下の商法の項目におい
て執筆を担当させて頂いた。また，酒巻俊雄 = 尾崎安央編著『会社法重要判例解説〔第３版
補正版〕』（成文堂，2008年）においても，複数の判例の解説を受け持っている（36番，95番，
96番，99番，100番）。
９）中村信男 = 受川環大編『ロースクール演習会社法〔第２版〕』（法学書院，2010年）。
10）青竹正一『特別講義・改正商法総則・商行為法〔第２版〕』（成文堂，2008年）４頁，弥永
真生『リーガルマインド商法総則・商行為法〔第２版〕』（有斐閣，2006年）１頁。
11）近藤光男『商法総則・商行為法〔第５版補訂版〕』（有斐閣，2008年）３頁。
12）『最新金融商品取引法講義』については，王子田誠「書評」月刊監査役580号（2011年）93
頁を参照。
